
イネ科牧草 に共生するエンドファイトの共生確立に必要な遺伝子を発見 
－共生菌を用いた植物保護技術への応用に期待－ 

 

【ポイント】 
・ 植物共生糸状菌が植物と共存する為のメカニズムの一端が明らかとなった。 
・ 糸状菌の活性酸素生成酵素の新たな制御因子を単離した。 
・ 共生菌の共生維持のメカニズムを明らかにすることで、共生菌のもつ植物を守る特

性を応用する技術の確立が期待される。 
 

【背景】 
植物体内で共生的に生活している糸状菌や細菌などはエンドファイトと総称されて

いる。Epichloë festucae 



Epichloë エンドファイト

エンドファイト

Epichloë エンドファイトは、既に牧草や芝草の病虫害防除に実用的に用いられているが、

感染できる植物種が非常に限られていることから、応用できる植物の範囲が狭いという

問題がある。今回の研究成果により、エンドファイトが植物と共生する為のメカニズム

の一端が明らかにされた。今後の研究でさらに共生確立機構の解明が進めば、エンドフ

ァイトの植物を守る特性を幅広い作物に応用する技術を確立できると期待される。

図２ 野生株のエンドファイ
トが感染した植物（左）と比較
して活性酸素生成能を失った
変異株（noxR 欠損株）が感染
した植物は（右）、健全な生育
が著しく阻害される。 
 下段は、GFP を発現するエ
ンドファイトの植物内での菌
糸生育の顕微鏡写真 
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図３（左）BiFC 法を用いた NoxR
と BemA 相互作用の検出。菌糸先
端での結合が検出された。 
（右）活性酸素生成酵素（NoxA/B）
とその活性化制御因子の相互作用
のモデル。本研究でBemAとCdc24
が糸状菌の新たな Nox 活性化制御
因子として単離された。 



Epichloë/Neotyphodium 属エンドファイトは、イネ科イチゴツナ

ギ亜科（Pooideae）の牧草、芝草に感染する。 
 

 
NADPH oxidase (Nox) 
 NADPH 酸化酵素。副産物としてではなく、活性酸素の生成を主目的とする酵素。古

くから、ヒト好中球が Nox2（gp91phox）の生成する活性酸素によって、捕捉した細菌類

を殺菌することが知られていた。近年、多数の Nox 遺伝子が動物、植物、糸状菌などで

見つかり、Nox が生成する活性酸素が生体防御だけではなく、形態形成やストレス応答

など、様ࠉ㸲䵴澘刀


